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令和２年度 第５回安城市雨水マスタープラン策定審議会議事要旨 

 

１ 議題（書面による審議） 

令和３年１月１２付けで会議資料を委員へ送付し、パブリックコメントを踏まえた

原案への意見反映についての内容をご確認いただき、１月２２日までの期間で書面に

よる意見聴取を行った。 

 

（副会長） 

まずは、パブリックコメントを寄せるほど関心を持ってくださる市民が４人もいる

ことに感謝である。 

意見③について、愛知県は道路冠水想定箇所の一覧表だけでなく、マップも公開し

ているので、それも市のホームページからアクセスして入手できるようにすると良い

と思う。 

意見⑤について、雨水貯留浸透施設の設置に係る補助制度を市民が利用しやすい仕

組みに変えていくことは大切であるため、ご意見のとおり市職員が現場確認すること

で書類の簡素化が進められるかどうかは検討してみても良いと思う。 

（事務局） 

愛知県の道路冠水想定箇所マップ・一覧表については、既に市のホームページ（暮

らす＞防災・防犯・交通安全＞災害お役立ち情報）からアクセスして入手できるよう

にしている。 

雨水貯留浸透施設の設置に係る補助制度における書類の簡素化については、市の考

え方としても記載のとおり、今回のご意見を念頭に置いて検討していきたいと考えて

いる。 

 

（委員） 

パブリックコメントの回答は、どのように行われるのか。 

（事務局） 

３月１日から３月３０日までの期間に意見募集時と同様の方法で公表する。 

（委員） 

計画への反映という項目欄には全て「なし」と記載されているが、ご意見の思想や

方針が既に計画へ反映されている場合は、その旨を記載した方がよいのではないか。 

（事務局） 

ここでいう計画への反映は、パブリックコメントで得られたご意見により計画書の

内容を加筆・修正するか否かを示しており、今回は計画書の修正に至るようなご意見

がなかったため、なしと記載している。ご意見の思想や方針が既に計画へ反映されて

いる場合は、市の考え方という項目欄にその旨を記載している。 

（委員） 

雨水マスタープランに基づく実施計画のような資料があると思われるが、極めて実

務的で検討の必要があるご意見については、その資料に記載するなどの工夫をされて

はどうか。 
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（事務局） 

雨水マスタープランの進捗管理用に作成予定の内部資料に反映させたいと思う。 

 

以上の審議を踏まえ、第２次安城市雨水マスタープラン（案）については、全ての委

員の承認により可決された。 

 

２ 答申 

日時 令和３年１月２５日（月） 午後４時１５分～午後４時３０分 

場所 安城市役所 本庁舎２階 第１市長応接室 

出席者 委員 近藤朗（会長） 

事務局 市長、建設部長、土木課長、土木課職員 

 

（会長） 

市長へ答申書を提出した。 

 

以上 


